
東北農業研究（Tohoku Agric．Res．）43，　87L88（1990）

ササニ　シキの食味関連理化学性の変動
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1　は　じ　め　に

高品質・良食味米が求められている中で，山形県庄内地

方の水田作付面積の約97％を占めるササニシキの食味関連

化学性の変動について，施肥窒素量を変えて行った試験の

中から得られた二，三の知見について報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次1989年

（2）供試品種　ササニシキ（稚苗）

（3）試験条件　（表1）

（4）除草軋病害虫防除等その他の耕種管理は各試験地

の慣行に準じた。

（5）試料調製及び分析方法

1）粒厚1．9mm以上の玄米を梅精歩合約90％に調製．

2）粗蛋白質含有率　ケルダール法による窒素％×5．95。

表1　土壌及び施肥条件

場所 土　 壌　 条　 件
施 肥 写 真 几g ／a ） 区

散兢　　　 肥　 追　　 肥　　 合　　 計

場　 内 細I立強グ ライ十 0．4．0．6．0．8　 0．20 － 0．70 0170 － 1．20 14

現地 A 中根拉グ ライ上 0．67　　　 0．30 － 0．6 0 0．97 ・－ 1．42 10

現地 B 細粒強グ ライ上 0．59　　　 0．30 － 0．60 0．89 ・－1．34 10

現地 C 0．46　　　 0．30 ～ 0．60 0．76 、 Ⅰ．2 1 IO

表享　食味関連理化学性の変動

アミロース含有率Auto Analyzerllによる測定値。

3　試験結果及び考察

分析に供したサンプルの形質及び食味関連理化学性の分

析結果を表2，表3に示した。

アミロース含有率の平均値はいずれの地域も約20％と同

レベルであり，変動係数は粗蛋白質の6．57に比較し2．49と

小さく，同一品種では施肥窒素による変動は小さいと考え

られた。

一方，チクスチュロ特性値の変動係数は．上記の化学成

分に比較し大きい傾向が認められ，物理特性への窒素施肥

の影響も無視し得ないと考えられる。特に，H（硬さ）に

比較し－H（粘り）の変動係数が大きいことから，施肥窒

素により炊飯米の粘りが影響を受けやすく，その結果バラ

ンス度も大きく変動した。また，図1のように粗蛋白質含

有率が高まるに連れ，バランス度は低下する傾向が認めら

表2　供試材料の収量構成要素及び玄米形質

場 所
椅 玄 米 亜　 d　 切　 放　 な 熟 歩 合　 玄米千 組 垂　 整 相 歩 合
（kg ／ a ）　 （× 10 0 ）　 （％ ）　　 （g ）　　 （％）

嘲　 内 6 3 ．6 ・－7 2 ．3　 3 28 ・－ 5 4 4　 6 0 ．6 － 9 1．2　 2 1．1 － 2 1．7　 6 9．5 － 8 5．4

現 地 A 6 4 ．3 ・－ 7 3．3　 3 5 トー 4 3 7　 7 3 ．7 、 9 3．7　 2 0．8 － 2 1．7　 7 0．3 、 8 3．8

現 地 B 6 2．0 ・－ 70 ．4　 3 3 1 ・－ 4 14　 7 5．9 、 9 3．7　 2 0．7 ・－ 2 1．7　 6 3．2 ～ 77．1

現 地 C 6 3．3 － 6 9．8　 3 56 、 4 6 2　 7 1，0 ・－8 9 ．5　 2 1．0 － 2 1．6　 7 0．5 、 8 3．4

旬　 日
粗 蛋 白 質 （d ．b ． ％ ） ア ミロ ー ス （a s is　 ％ ） バ ラ ン ス度 （－H ／H ）

M　　　 J　　 C V　　 R M　　 J　　 C V　　 R M　　　 J　　 C V　　 R

場　 内 6．5 7　 0 ．4 6 7　 7 」 1 1．5 5 2 0．1 0 ．5 6 2　 2 ，即　 し9 0．2 2　 0，0 4 1 】8．6　 0 ．15

A 7．0 7　 0 ．2 8 5　 4 ．0 3　 1．0 】 】9．9　 0 ．4 6 1　 2 ．3 2　 1．4 0 ．18　 0 ．0 2 6　 14．4　 0 ．0 6

B 6．66　 0 ．4 68　 7 ．0 3　 1．4 3 ■ 1 9，8　 0．2 5 8　 1．3 0　 0 ．9 0 ．2 2　 0．0 4 3 19．5　 0 ．12

C 6．74　 0 ，3 8 8　 5 ．7 6　 1．0 7 2 0．2　 0 ．5 9 7　 2 ．9 6　 2．0 0．2 0　 0．0 2 4 】2．0　 0．0 8

全　 体 6．7 4　 0 ．4 4 3　 6 ．57　 】．8 4 2 0．0　 0 ．4 9 7　 2 ．4 9　 2 ．0 0 ．2 1　 0．0 3 8 18．1 0 ．16

相　 H
H ー H サ ンプ ル

M　　 J　　 C V　　 R M　　　 α　　　 C V　　 R 点　 数

場　 内 4．4 2　 0 ．3 0 4　 6 ．8 8　 L O Jl 0．9 7　 0 ．1 5 1 1 5．6　 0．5 4 14

A 4，7 3　 0 ．3 2 3　 6 ．8 3　 0，9 1 0．8 5　 0 ，0 9 8 1 1．5　 0 ．2 7 10

B 4，6 5　 0 ．13 7　 2 ．95　 0．3 6 】．0 4　 0 ．1 7 7 17．0　 0．5 1 10

C 4．5 1　 0 ．】8 0　 3．99　 0．5 3 0．9 2　 0 ．0 8 6　 9．4　 0．2 6 10

全　 体 4．5 5　 0 ．2 8 1　 6 ．】8　 1．2 0 0．9 5　 0 ．1 4 6　 1 5．4　 0．5 3 4 4
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れた。

施肥窒素と直接的な関係を持つと思われる粗蛋白質含有

率は，図2に示すように一般的には施肥量が増加すると高

3
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
1

バ
ラ
ン
ス
庶
（
H
ニ
H
）

8

　

く

ル

粗
蛋
白
質
（
％
）

粗
蛋
白
質
含
有
率
（
％
）

粗
蛋
白
質
含
有
率
（
％
）

5　　　　　　6　　　　　　7　　　　　　8

粗蛋白質含有率（％）

図1　粗蛋白質含有率とバランス皮
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図2　施肥彗素量と粗蛋白質
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国吉　窒素吸収量と粗蛋白質含有率

図4　窒素移行率と粗蛋白含有率
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図5　玄米生産能率と粗蛋白含有率
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図6　玄米収量と粗蛋白質含有率

くなる傾向を示す。しかし，同一施肥量でもばらつきが認

められるため，稲体窒素栄毒の点から粗蛋白質の変動を見

たのが図3－6である。

まず，成熟期の窒素吸収量が多くなるにつれ，粗蛋白質

含有率は高まる傾向にあった。しかし．全窒素吸収量に対

する穂部への移行割合（窒素移行率）が高いものでは，粗

蛋白質は低い傾向が認められた。また，吸収された単位窒

素量当り精玄米重（玄米生産能率）の高いものでも，粗蛋

白質は低くなる傾向がある。更に，同一収量レベルで比較

すると，窒素移行率の高いものでは粗蛋白質含有率が低く

押さえられる傾向が認められた。

これらのことにより，吸収された窒素がスムーズに穂部

へ分配され，また効率的な乾物生産に寄与する条件では，

施肥窒素が必ずしも精米中の粗蛋白質含有率を高めるとは

いえないと推察された。

4　ま　　と　　め

以上の結果より，ササニシキの施肥窒素による食味関連

理化学性の変動については，精米中の粗蛋白含有率を低く

押さえるためには，窒素の効率的な乾物生産が必要である

という条件が示唆された。また，炊飯米の物理特性も施肥

窒素により影響を受け，特に粘りが変勤しやすく，その結

果としてバランス度も変勤しやすい。また，化学成分では

粗蛋白質含有率に比較しアミロース含有率の品種内変動は

小さいと考えられた。
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